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Selecting voice and words for better understandability

分かりやすさにつながる声と言葉の使い方の解明

高齢者にとって聞いて分かりやすい話し方

どんな研究
高齢者にとって聞いて分かりやすい話し方を明らかにするために、ことば選びと声の使い方の両面から研究を
進めています。これまでは「大きな声でゆっくりと話す」以上の文献記述がなく、どこでどのように話し方を
変えれば良いのかが解明されていませんでした。

どこが凄い
高齢者応対業務従事者や有資格者の中から、聞いて分かりやすいと考えられる高齢者向けの模範話者を高齢者
に選んでもらい、その模範話者へのインタビューや音声分析から、高齢者向けの話し方の詳しい特徴を一部解
明しました。これは話し方の実践に必要不可欠な新しい知見です。

めざす未来
高齢者向けの模範話者の中で暗黙知となっている分かりやすい話し方を明確な知識にすることで、その話し方
を誰もが実践できるようにします。その話し方で集められた音声で学習したAIと高齢者との豊かなコミュニケー
ションもめざしています。
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